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～幻の総合商社「鈴木商店」誕生～
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鈴木先代(岩治郎)之遺書描写（回想録）



鈴木岩治郎の生い立ちとその家系

生年：天保12(1841)年

没年：明治27(1894)年 川越城本丸（喜多院）

祖父 鈴木徳左右衛門 武州川越藩 / 浪人 / 武州百姓

父 母

次男 藤吉 長男 徳次郎 妻 ヨネ子 長女

天保12(1841)～明治27(1894) 天保9(1838)～明治20(1887) 弘化3(1846)生れ

次男 岩治郎 妻 （西田）よね 長男 文治郎 三男 徳三

二代目 岩治郎

次男 米太郎 長男 徳治郎 三男 岩蔵



長崎・平野屋、下関・桝屋で菓子修行

 ◇文久2(1862)年、父・徳次郎死去。元治元(1864)年、岩治郎23歳の時、兄・文
治郎に倣って菓子修行のため幼馴染の金次郎と共に長崎に旅立つ。

 ◇甲斐路八王子を振り出しに途中、兄・文治郎の知人の菓子店を始め各地の菓
子店で働きながら長崎にたどり着く。 (シュガーロード）

 ◇長崎船大工町の菓子商「平野屋」にて足掛け4年菓子修行。主人の信用絶大、
砂糖の買い入れ業務を全面的に任され、養子縁組を求められる。

 ◇慶応4(1868)年、平野屋を退職し（岩治郎27歳）、長崎街道を引き返し下関・
増田初蔵（「桝初」こと桝屋）の下で再び修行、共に修行した金次郎（増田に
婿入りし亀の子煎餅の“江戸金”を創業）に別れを告げ兵庫に向かう。

 ◇明治5(1872)年、神戸弁天浜の辰巳屋神戸出張所に雇われる。（岩治郎31歳）





砂糖の文化や菓子の技術を求めて“シュガーロード”（長崎
街道）を目指し長崎船大工町へ ～大里から長崎230km～

幕末に江戸から長崎に西洋菓子の

修行にでかけた鈴木岩治郎が神戸
で設立した鈴木商店は、明治37年
門司に大里製糖所を設立しました。

小倉・大里から長崎へ

230km

長崎船大工町のシンボル的な「福砂屋」（寛永元(1624)年創業）



弁天浜埋立以前のみなと神戸（弁天浜尻波止場）

第4波止場 第2波止場(後・国産波止場） 第3波止場 第1波止場
（弁天浜尻波止場） (後の第3波止場） (後の第2波止場）



宗家「辰巳屋」の暖簾を引き継ぐ松原商店

 辰己屋嘉兵衛 松原夏蔵 播州姫路酒井藩士

 辰巳屋松原商店（初代）

 暖簾分け 藤助(幼名：藤松） 妻 なを

 1824年 寛成12(1789)年～万延2(1861)年1.24 松原恒七(1819～1881)

 二代 （次男） （長男） （長女） 次女） （三女） カネ辰柳田商店

 恒七（幼名：藤吉） 政七 はる まさ ひさ 柳田卯兵衛 柳田伊助

 暖簾分け 暖簾分け 暖簾分け

 明治7(1874)年

 鈴木岩治郎 藤田助七

 カネ辰鈴木商店 カネ辰藤田商店



 柳田富士松 養子 カネ辰柳田商店





辰己屋嘉兵衛と姫路特産“白なめし革細工”

歌川広重画
「播州姫路革店の図」



砂糖は西から ～長崎・出島から大阪、江戸へ～

長崎出島・砂糖の検量

続々入港する砂糖船（イメージ）



大阪長堀橋付近図（浪華名所独案内；天保年間(1830～1844)

辰巳屋松原商店

長堀橋

江戸中期の豪商
辰巳屋久左衛門



辰己屋神戸出張所は弁天浜から～岩治郎辰巳屋恒七に雇わる～

恒七は兵庫弁天浜に出張所



弁天浜から国産波止場の角（内海岸通）へ（神戸新聞“今昔物語”）



松原商店より暖簾分け、内海岸通に辰 鈴木商店を創業

１．明治5年、当神戸港に来る

当時大阪松原恒七商店出張所の主任となる

１．明治7年独立し、右松原商店の屋号を継承する
ことを許され、カネ辰 辰巳屋と称し、洋銀
売買、砂糖、茶、樟脳等の貿易に従事す
（内海岸通4丁目に於いて）





居留地商館との間接貿易から新たな第一歩

ジャーディン・マセソン商会（83番館） 弁天浜・内海岸通から居留地

ジャーディン・マセソン商会（英） 砂糖（洋糖） 引取商
バターフィールド＆スワイア商会（英） 砂糖（洋糖） 引取商

オットー・ライマース商会（独） 樟脳 売込商
イリス商会（独） 魚油 売込商
ラスペ商会（独） 薄荷 売込商
スミス＆ベーカー商会（米） 樟脳･茶 売込商



内海岸通4丁目（後の海岸通4丁目＆栄町4丁目）より
鈴木商店の歴史が始まる

 ◇明治7(1874)年、鈴木商店創業（岩治郎33歳）

 ◇明治10(1877)年、西田仲右衛門3女・よねと結婚

 ◇明治17(1884)年、神戸貿易会所副頭取に就任

 ◇明治18(1885)年、柳田富士松入店 (18歳）

 ◇明治19(1886)年、金子直吉入店（20歳）



辰 鈴木商店創業地を特定！内海岸通4丁目＝栄町通4丁目

栄町通4丁目18番の1（区画整理前の地図）

栄町通4丁目（旧土地台帳） 183.84坪（神戸市の地籍図；明治 43年）





栄町通4丁目

鈴木商店モニュメント エスタシオン・デ・神戸



かつて鈴木商店があった場所に建つ
和田ホール＆パーキング （栄町通側）

“コンフォート To You”（海岸通側）



以上で「幻の総合商社“鈴木商店”誕生」の
講演を終了させていただきます。

ご清聴有難うございました。
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